
 

 

令和４年度放射線安全規制研究戦略的推進事業に係る 

事後評価の進め方について 

 

 

令和４年７月１１日 

研 究 評 価 委 員 会 

  

 放射線安全規制研究推進事業に採択された研究課題及び放射線防護研究ネットワーク形

成推進事業に採択されたネットワーク事業については、「採択課題の評価について」（参考

資料２）に基づき、年次評価に加えて事後評価を受けることとされており、事後評価につ

いては、事業の終了後に、実績報告書を踏まえて、研究評価委員会が実施することとなっ

ている。 

 令和４年度に実施する事後評価は以下の通り行うこととする。 

 

１．評価対象課題 

 令和３年度末に事業が終了した９課題を対象とする（表１）。 

 

表１ 事後評価対象課題 

 プロジェクト名 研究期間 
研究代表者名 
（研究機関） 

１ 
健全な放射線防護実現のためのアイソトープ総合センタ
ーをベースとした放射線教育と安全管理ネットワーク 

平成 29 年度 
～令和３年度 

渡部 浩司 
（東北大学） 

２ 
放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークと
アンブレラ型統合プラットフォームの形成 

平成 29 年度 
～令和３年度 

神田 玲子
（量子科学技術研究開発機構） 

３ 
染色体線量評価のためのAI自動画像判定アルゴリズム（基
本モデル）の開発 

令和２年度 
～令和３年度 

數藤 由美子
（量子科学技術研究開発機構） 

４ 
福島原発事故の経緯に基づく防護措置に伴う社会弱者の
健康影響と放射線リスクの比較検討に関する研究 

令和２年度 
～令和３年度 

坪倉 正治 
（福島医科大学） 

５ 
ICRP2007 年勧告等を踏まえた遮蔽安全評価法の適切な見
直しに関する研究 

令和２年度 
～令和３年度 

平尾 好弘 
（海上・港湾・航空技術研究所） 

６ 
看護職を活用した住民に対する放射線リスクマネジメン
トの推進－原子力災害支援保健チーム（NuHAT）の実現を目
指して－ 

令和３年度 
明石 眞言 

（東京医療保健大学） 

７ 自然起源放射性物質 NORM による被ばくの包括的調査 令和３年度 
岩岡 和輝

（量子科学技術研究開発機構） 

８ 
水中の放射性ストロンチウムの安全、迅速、安価な分析法
の開発 

令和３年度 
箕輪 はるか 

（東京慈恵会医科大学） 

９ 
環境放射線モニタリングに適した半導体受光素子ベース
の検出器の開発 

令和３年度 
谷垣 実 

（京都大学） 
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２．評価の進め方 

令和３年度末時点で更新した研究成果報告会用資料（各研究代表者にて作成）及び成果

報告書を事前に研究評価委員に送付する。評価委員は内容を確認し、書面にて暫定的な評

価を行う。研究成果等に関する質問等に対しては、必要に応じて研究代表者に問い合わせ

るなど、事務局で対応する。 

研究評価委員会を開催し、対象課題について「放射線安全規制研究戦略的推進事業評価

基準（事後評価）」（「採択課題の評価について」（令和元年 6 月 26 日研究評価委員会）表

2。参考資料２）に基づき、①研究目標の達成度、②事業における研究成果・特許、③放射

線規制及び放射線防護分野への貢献度、④研究コスト及び費用対効果の評価項目について、

ABCD による評価を実施し、総合評価を決定する。   

令和４年度の事後評価に係る研究評価委員会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め Web 会議形式による開催とする。なお、研究評価委員会は公開とする。 

 

 

（参考：事後評価のスケジュール） 

  ５月下旬    成果報告書等を評価委員へ送付 

  ７月 11 日    令和４年度第１回研究評価委員会（事後評価） 
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